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　　　　　　　　　非静力学モ デル デー タ を用い た多摩川上流域に

　　　　　　　　　　　　出現す る降水雲 の 水収支に 関す る研究
t
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1 ．は じめに

　小 河内貯水池 の 人 工 降雨 施設 は 、 設置 か ら 46 年が

経過 し老朽化 が 進行 して い る。そ こ で 現在の 気象状況

等 を 把握 した 上 で 、最新 の 知見 を活用 し、人 工 降雨施

設 の 更新を検討する た め 、気象庁気象研究所 と東京都

水道局 は 平成 23 年 10 月か ら共同研究を開始 した。

　2012年度春季大会（B302）で 、筆者ら は 気象庁非静力

学モ デ ル の デ
ー

タを用 い て 、多摩川 上 流域 （小 河内ダ

ム 流域）周辺 の 地上降水量、雲水量等 の 分布 の 特徴を

示 した。さらに本研究 で は、多摩川 上流域に 出現する

降水雲 の 水収支を計算す る こ とに より、多摩川上流域

に 降水 を もた ら す降水雲の 降水効率 を 調 べ 、シーデ ィ

ン グ に 有効な雲 の 出現頻度等を予備 的に 調 査 し た の で

報告する。

2 ．使用 したデータ 及び解析方法

　本研究 で 使用 した データ は、水平分解能 5km と lkm

の JMANHMの デ
ー

タで ある （以下、5km−NHM 、1km＿NHM）。

　使用 した 5km＿NHM の デー
タは、橋本 ら （2008，春季大

会，B402）が 用 い て い る デ
ータ と 同 じで 、北陸 か ら新潟

を 含 む 領域 を 対 象 と し て 行 っ た 冬季 予 報実験、お よび

四国地方 を中心 と して行 っ た夏季予報実験 で 得 られた

もの で あ る。期 間は 2010 年 1 月 1 目　
一一

　2010 年 12 月 31

日 ま で の 1 年間 で あ る 。
6 時間間隔で 1 日 4 回の 予報

実験 が あ り、1年間 で は 計 1，460 事例 で あ る。

　一一
方 lkm＿NHM の 方 は、別途、本共同研究 で走らせ た

結果 で あ り、計算範囲 は多摩川上流域を中心 と した も

の で あ る 。 計算格子 間隔 5km と lkm、2Domain の

One−way −
nesting と して 計算し、格 子 間隔 lkm の 計算

範 囲は 300km × 300km で ある。計算ケ
ース は 125ケース

あ り、9時間積分 の うち最初 の 3 時間を Spin −up 、後 の

6 時間を解析対象時間 と した。lkm．．NHM の 解析対象総時

間数 は 750 時間 で あ る。

　解析方法 は、多摩川上流域 に位置す る NHM の 格子点

を特定 し、そ の 格子点群に 入 出する水蒸気量 と雲水量、

降水物質 （雨、雪、霰）の 、月 別 高度 別 の 特 徴 を 調 べ

た。図 1 に 5kmし NHM の 計算格 子 と 多摩川上流域内 に 位

置す る格子点 （●印）を示す。

　こ の格子点群を多摩川上流域と定義 し、多摩川上流

域 に 対 し て 流入流出する水蒸気量、雲水量お よ び降水

物 質の 収 支計算 を 高度別 に行 い 、そ の 特徴を調査 し た。
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3 ．解析結果

　図 2 に、暖候期 2010年 7 月 に おける多摩川上流域 の

高度別 の 収支計算結果 を 示 す 。 縦軸 は 海抜高度（m ）、 横

軸 は フ ラ ッ ク ス 量 （単位は kgfs）を 示す。太線は多摩

川上流域 に 流入す る 量を示 し、細線は流出す る量を示

す。4 つ の 図 は 、QV （水蒸気）、　 QC （雲水）、
　QR （雨 ）、

QS＋QG （雪、霰） の 結果 で あ る。

　個 々 の 結果 を 見 る と、QV（水蒸気 ）は 高度 1，　OOO〜

2，000 （m ）で 流出流入 が多い こ とが わ か る。流入 量の 高

度が流出量 の 高度よ り も、 やや 高い こ とは 局地循環に

よる影響 が 考 えられ る。QC（雲水）は流入量 と して は、
高度 2，　OOO〜5，　OOO （m ）で 多い こ とが わ か る。　 QR（雨）と

QS＋QG（雪、霰）の 結果 を見 る と、温 度場 の 違 い に よっ て 、

流入流出の 最大高度が 異なる。QR の 流入 量 と流出量 を

比較する と 、 高度 1
，
000〜5

，
000m で 多摩川 上 流域 内 へ

の 流入量 の 方 が 多 い こ とが わ か る。QS＋QG （雪 、霰）の 結

果 で は 、高度 5、000 （m ）以 上 で 最大値 を示 し、多摩川 上

流域への 流入量 よ り も流出量 が多い こ とが わ か る 。
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　　 5km＿NHM の 計算格子 の 多摩川 上 流域の 位置図図 1

（図中、太枠線が多摩 川 上流域、●印は 計算格 子 点）
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図 2　各要素の 高度別 の収支計算結果例 （7 月）
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4 ．今後の 解析

　5km＿NHM の 計算結果 に よ り東京都多摩川上流域 に 対

す る 降水粒 子 等 の 水収 支を計算 した。発表 当 日 は、
lkm＿NHM の 解析結果、領域の 違い に 関 し て も報告する

予定 で あ る 。 なお 今後は 、 事例別 の 収支計算結果 を解

析す る予定 で あ る。
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